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ヘッドライン　 第 32回化学教育フォーラム　 
AIは化学探究活動を変えられるか？

　生成系人工知能（AI）は，単なる情報提供にとどまらず，理数系科目，特に化学分野に
おける探究活動を大きく進化させる可能性を秘めている。生徒が自身の「問い」を深め，自
律的に仮説検証を行うために，AI は極めて重要なツールとなり得る。本ヘッドラインでは，
生成系AI と教育との関係を俯瞰的に捉えた上で，中等教育における化学探究活動の実践例
を紹介し，理論的な考察をAI と協働して深めていくプロセスを検証する。さらに，カリ
キュラム設計やツール開発に関わる専門家の知見も交えながら，AI とともに化学教育を革
新していく可能性を考えたい。
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次号ヘッドライン  ユネスコ無形文化遺産「伝統的酒造り」の化学

　お茶の水女子大学附属高等学校は，明治 15 年に東京女子師範学校附属高等女学
校として創立された伝統ある女子高校です。お茶の水女子大学と同じキャンパス内
に位置しており，レトロな雰囲気のある板張りの廊下や階段が印象的な，落ち着い
た校舎を有しています。令和 6年度より SSH指定第Ⅱ期に入り，教養教育を土台
とした「科学の力で未来を共創する女性リーダー育成」を目指して，全校生徒 360
名を対象に SSHの取り組みを実施しています。

表紙の言葉　お茶の水女子大学附属高等学校
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